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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】化学的組成を特徴とする洗浄剤を使用しなくて
も理想的な洗浄が可能であり、環境汚染の問題を起こさ
ない、歯科ユニットのための洗浄水供給装置を提供する
。
【解決手段】歯科ユニットのための洗浄水供給装置であ
って、浄水を貯留する１次タンク１１と、上記１次タン
クから供給される浄水に微小気泡を溶解させて洗浄水を
作るために用意された微小気泡発生装置１２と、微小気
泡の溶解している洗浄水を吐出ノズル２３から混合攪拌
して噴射し、１～５０μｍのマイクロバブルの混合した
洗浄水を貯留するための洗浄水タンク１３と、上記洗浄
水を洗浄水タンクから歯科ユニットへ供給するとともに
、前記１次タンクへ浄水を供給する配管を接続したジャ
ンクションボックス１４とを具備する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
歯科ユニットのための洗浄水供給装置であって、
浄水を貯留する１次タンクと、上記１次タンクから供給される浄水に微細気泡を溶解させ
て洗浄水を作るために用意された微細気泡発生装置と、
微細気泡の溶解している洗浄水を吐出ノズルから混合攪拌して噴射し、１～５０μｍの直
径のマイクロバブルの混合した洗浄水を貯留するための洗浄水タンクと、
上記洗浄水を洗浄水タンクから歯科ユニットへ供給するとともに、前記１次タンクへ浄水
を供給する配管を接続したジャンクションボックスとを具備して構成された
歯科ユニットのための洗浄水供給装置。
【請求項２】
歯科ユニットからの給水要求により作動する開閉弁を具備し、開閉弁の作動により微細気
泡発生装置を始動させ、また、微細気泡発生装置の始動により１次タンクから浄水を供給
する動力装置を起動するように構成された
請求項１記載の歯科ユニットのための洗浄水供給装置。
【請求項３】
洗浄水タンクとジャンクションボックスを接続する配管に切り替え弁を取り付け、上記切
り替え弁のポートに１次タンクに至る輸液管を接続し、１次タンクの保守のために洗浄水
を１次タンクに還流させるように構成された
請求項１記載の歯科ユニットのための洗浄水供給装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯科ユニットのための洗浄水供給装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　歯科ユニットには、治療中の患者が口腔内をすすぐための水栓や、歯科医師が歯牙周囲
を洗浄するための洗浄水配管の類が備えられている。この種の歯科ユニットは、例えば公
営水道に接続されており、水質に関する問題はないと一般に考えて良い。しかしながら、
長期間の使用により水道水に微量ながら混入している不純物が配管内部に付着したり、水
垢が堆積したりする他、様々な環境の下で生活をしている患者が入れ替わり立ち替り到来
する歯科医院では雑菌の混入する機会も多く、これを放置すると不衛生な状態になるおそ
れが多い。
【０００３】
　これに対して特開平８－１９１８４７号の発明は、唾液排出用ホースを洗浄管に単に挿
入離脱させるだけで、ホース内部を自動的に洗浄することができる装置を開示している。
しかし、この装置により良好な衛生状態を維持するには、頻繁に洗浄しなければならず、
また必要に応じて殺菌や消毒材を併用する配慮も必要になるので、手間がかかることは認
識していなければならない。また、特表２００２－５０５６０３号の発明は、ライン及び
チューブ系からバイオフィルム及びデブリを除去するための洗浄装置と洗浄方法を開示し
ている。同号の発明の場合には、界面活性剤、過酸化酸素、不活性固体粒子等の洗浄組成
物を含む水性洗浄溶液を加圧ガスとともにチューブ系に通し、チューブ系内部で、バイオ
フィルム及びデブリを遊離させる乱流を発生させることにより除去するものであるが、こ
れを歯科ユニットに適用する場合にも、洗浄に使用した水性洗浄溶液を完全に除去してお
く必要がある。
【０００４】
　従って両発明とも同様の配慮が必要と判断され、しかも使用する薬剤によっては、環境
に与える影響を考慮することも考えなければならない。なお、洗浄水中の夾雑物を取り除
く方法としては、不織布などから成るフィルターを使用するのが一般的である。しかし、
このような従来の方法による限り、余程保守を徹底するのでなければ、スライムや水垢の



(3) JP 2008-295887 A 2008.12.11

10

20

30

40

50

発生、バクテリアの繁殖などの事態を抑えることは不可能に近い。
【０００５】
【特許文献１】特開平８－１９１８４７号
【特許文献２】特表２００２－５０５６０３号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は前記の点に着目してなされたもので、その課題は、化学的組成を特徴とする洗
浄剤を使用しなくても理想的な洗浄が可能であり、環境汚染の問題を起こさない、歯科ユ
ニットのための洗浄水供給装置を提供することである。また、本発明の他の課題は、従来
のフィルター程度しか備わっていない歯科ユニットにも適用可能な歯科ユニットのための
洗浄水供給装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記の課題を解決するため、本発明は歯科ユニットのための洗浄水供給装置として、
浄水を貯留する１次タンクと、上記１次タンクから供給される浄水に微細気泡を溶解させ
て洗浄水を作るために用意された微細気泡発生装置と、微細気泡の溶解している洗浄水を
吐出ノズルから混合攪拌して噴射し、直径が１～５０μｍのマイクロバブルの混合した洗
浄水を貯留するための洗浄水タンクと、上記洗浄水を洗浄水タンクから歯科ユニットへ供
給するとともに、前記１次タンクへ浄水を供給する配管を接続したジャンクションボック
スとを具備して構成するという手段を講じたものである（請求項１記載の発明）。
【０００８】
　本発明は歯科ユニットを対象とした洗浄水の供給装置の構成を有するものであるが、新
たに製造するもののみならず、既存の歯科ユニットにも適用可能である。つまり本発明の
装置は歯科ユニットに備え付けられている洗浄水供給装置の配管系に介在させて、その歯
科ユニットと一体に働く。
【０００９】
　本発明における装置の構成要素は、浄水を貯留する１次タンクと、上記１次タンクから
供給される浄水に微細気泡を溶解させて洗浄水を作るために用意された微細気泡発生装置
と、微細気泡の溶解している洗浄水を吐出ノズルから混合攪拌して噴射し、１～５０μｍ
の直径のマイクロバブルの混合した洗浄水を貯留するための洗浄水タンクと、上記洗浄水
を洗浄水タンクから歯科ユニットへ供給するとともに、前記１次タンクへ浄水を供給する
配管を接続したジャンクションボックスとを具備する。
【００１０】
　１次タンクは、通常は公営の上水道から供給される水道水（いわゆる上水）を、請求項
１記載の浄水として貯留するものであり、下流の微細気泡発生装置に必要量を供給するた
めに必要な要素である。従って、１次タンクには、水位監視のためのセンサー手段や、下
流の微細気泡発生装置に浄水を供給するための取水手段などを付随的に装備することがで
きる。浄水には含嗽剤等を添加することもできる。
【００１１】
　微細気泡発生装置は、浄水中に溶解させるマイクロバブルを発生させるための手段であ
る。マイクロバブルは、例えば気体溶解の過飽和現象として説明されるもので、その大き
さについては分野により様々な定義がなされているが、直径１ｍｍ以上を含まないこと、
及び直径１μｍ未満のものはナノバブルと称されるので、これらの間の直径を有するもの
と定義することができる。本発明では、このようなマイクロバブルを利用可能にするため
に、特許第３６２０７９７号、同第３６５６０７４号に開示されている発明の実施品を使
用することで好ましい結果を得ている。
【００１２】
　洗浄水タンクは、微細気泡の溶解している洗浄水を吐出ノズルから混合攪拌して噴射し
て、直径が１～５０μｍのマイクロバブルの混合した洗浄水を貯留するための手段である
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。つまり、本発明では前記のように定義されるマイクロバブルの内で、直径が１～５０μ
ｍの範囲にあるマイクロバブルを使用するものである。
【００１３】
　そして、上記洗浄水を洗浄水タンクから歯科ユニットへ供給するとともに、前記１次タ
ンクへ浄水を供給する配管を接続するためにジャンクションボックスとを具備して構成す
る。ジャンクションボックスつまり接続箱は、本発明の装置と、上水道、配水管その他の
外部設備との接続点であり、歯科ユニットとの接続もここで行なうことができる。
【００１４】
　本発明の装置では、歯科ユニットからの給水要求により作動する開閉弁を具備し、開閉
弁の作動により微細気泡発生装置を始動させ、また、微細気泡発生装置の始動により１次
タンクから浄水を供給する動力装置を起動するように構成することが望ましい（請求項２
記載の発明）。また本発明の装置においては、洗浄水タンクとジャンクションボックスを
接続する配管に切り替え弁を取り付け、上記切り替え弁のポートに１次タンクに至る輸液
管を接続し、１次タンクの保守のために洗浄水を１次タンクに還流させるように構成し、
これにより、１次タンクの汚染を防止することができる（請求項３記載の発明）。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明は以上のように構成されかつ作用するものであるから、化学的組成を特徴とする
洗浄剤を使用しなくても、マイクロバブルを含む洗浄水により、理想的な洗浄が可能であ
り、また、環境汚染の問題を起こす恐れもない。また、本発明によれば、従来のフィルタ
ー程度しか備わっていない歯科ユニットにも適用可能な歯科ユニットのための洗浄水供給
装置を提供することができる、という効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下図示の実施形態を参照して本発明をより詳細に説明する。図１は、本発明に係る歯
科ユニットのための洗浄水供給装置１０の全体構成を示すもので、浄水を貯留する１次タ
ンク１１と、上記１次タンク１１から供給される浄水に微細気泡を溶解させて洗浄水を作
るために用意された微細気泡発生装置１２と、微細気泡の溶解している洗浄水を吐出ノズ
ルから混合攪拌して噴射し、４～２０μｍのマイクロバブルの混合した洗浄水を貯留する
ための洗浄水タンク１３と、上記洗浄水を洗浄水タンク１３から歯科ユニット１５へ供給
するとともに、前記１次タンク１１へ浄水を供給する配管を接続したジャンクションボッ
クス１４と、を具備して構成されている。
【００１７】
　図２に示されているように、ジャンクションボックス１４には水道管１６が接続されて
おり、ジャンクションボックス１４から１次タンク１１へ伸びている配管を通じて、浄水
が１次タンク１１に供給される。上記配管には電磁弁から成る開閉弁１７が設けられ、１
次タンク１１には、水位監視のためのセンサー手段１８が設けられている。
【００１８】
　１次タンク１１の底部には吸引ノズル１９が設けてあり、吸引ノズル１９には、タンク
内の浄水を微細気泡発生装置１２に供給する配管が設けられ、１次タンク１１と微細気泡
発生装置１２を接続している。２０はケース、２１は浄水の流入口、２２は空気溶解液（
洗浄水）の排出口を夫々示す。微細気泡発生装置１２は、洗浄水配管により洗浄水タンク
１３に接続されている。
【００１９】
　ここで微細気泡発生装置１２は、前述した特許第３６２０７９７号、同第３６５６０７
４号に開示されている発明の実施品に相当するもので、供給される浄水と空気を混合、攪
拌して浄水に空気を溶解させるポンプと、ポンプから排出される空気混合溶解液に含有さ
れる溶解されない気体を分離する気液混合分離手段と、上記手段から排出される空気溶解
液を吐出、減圧して微細気泡を発生させる吐出手段を備え、上記ポンプは浄水の供給部と
空気の供給部が直接連接されており、空気の供給部には空気量調整手段を配設して、ポン
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プに供給する空気量を調節することができる構成を有している。図示の微細気泡発生装置
１２は、前記気液混合分離手段において空気を溶解した空気溶解液（洗浄水）が吐出管の
先端部で加圧、減圧を複数回繰り返して空気溶解液（洗浄水）に微細気泡を発生させるも
ので、微細気泡は、吐出管カバーの壁面に衝突し、旋回流、乱流によりさらに微細気泡化
される。
【００２０】
　洗浄水タンク１３には、洗浄水配管の先端に取り付けた吐出ノズル２３が配置されてお
り、微細気泡発生装置１２から供給される上記の空気溶解液を、３．５～４気圧に加圧し
て供給する構成になっている。このように構成したことにより、洗浄水タンク１３には平
均直径約２μｍのマイクロバブルの混合した洗浄水を満たすことができる。洗浄水タンク
１３は、洗浄水配管によりジャンクションボックス１４と接続されているが、同配管には
圧力変化によって開閉動作する開閉弁２４が設けられている。上記圧力開閉弁は、歯科ユ
ニット内の給水要求を圧力変化として感知し作動するもので、開閉弁２４の作動により微
細気泡発生装置１２を始動させ、かつまた、微細気泡発生装置１２の始動により１次タン
ク１１から浄水を供給する動力装置を起動するように構成されている。
【００２１】
　ジャンクションボックス１４は、配管によって歯科ユニット１５と接続されているが、
そのほかに、排水管２５、吸引管２６及び電気配線２７も歯科ユニット１５と接続されて
いる。排水管２５は、上流において排水ポンプ２８に接続されており、同排水ポンプ２８
は、さらに電磁弁から成る開閉弁２９、３１を夫々が有する配管によって１次タンク１１
及び洗浄水タンク１３に接続されている。
【００２２】
　図示の例では、上記洗浄水タンク１３とジャンクションボックス１４を接続する洗浄水
配管に３方弁から成る切り替え弁３０を取り付け、上記切り替え弁３０の排出ポートのひ
とつに、１次タンク１１に至る輸液管を接続し、１次タンク１１の保守のために洗浄水を
１次タンク１１に還流させるように構成されている。ケース２０内部は図３に詳細に記載
されており、同図において、３２は洗浄水還流ノズル、３３は１次タンクオーバーフロー
管、３４は洗浄水配管接続口、３５は吐出ノズル接続口、３６は排水ポンプ用給水接続口
、３７は同じく排水接続口、３８は１次タンク給水口、３９は１次タンク排水口、４０は
マイクロバブルを示す。
【００２３】
　このように構成された本発明の装置１０において装置を起動すると、歯科ユニット１５
の給水要求で圧力開閉スイッチ２４ａがオンになり、開閉弁２４が電気的に開放され、そ
れと同時に、微細気泡発生装置１２の発電機そしてポンプが始動し、吸引ノズル１９へ到
る配管内の減圧により、１次タンク１１内の浄水が吸引される。浄水は微細気泡発生装置
１２において空気を溶解した空気溶解液（洗浄水）となり、洗浄水タンク１３に送られ、
吐出ノズル２３から排出され、平均直径約２μｍのマイクロバブルの混合した洗浄水を満
たす。
【００２４】
　マイクロバブル４０を混合した洗浄水は、ジャンクションボックス１４を経て歯科ユニ
ット１５に供給され、歯牙や口腔の洗浄に供される。その際、洗浄水は平均直径約２μｍ
のマイクロバブルの混合したものであるので、配管内壁やノズル等に付着せず、理想的な
洗浄が可能になる。また、１次タンク１１は、上水道から取り入れた浄水で満たされるた
め、水垢等の付着する恐れがあるが、例えば定期的に切り替え弁３０を操作して、栓浄水
タンク１３から洗浄水を還流する作業を行なうことにより、汚損の問題を解決することが
できる。洗浄作業等による排水は、排水ポンプ２８により排水管２５へ送給される。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明に係る歯科ユニットのための洗浄水供給装置の一例を示す斜視図。
【図２】同上の装置を示す各部とそれらを接続する配管の説明図。
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【図３】同上の装置の要部を拡大して示した説明図。
【符号の説明】
【００２６】
　１０　歯科ユニットのための洗浄水供給装置
　１１　１次タンク
　１２　微細気泡発生装置
　１３　洗浄水タンク
　１４　ジャンクションボックス
　１５　歯科ユニット
　１６　水道管
　１７、２４、２９、３１　開閉弁
　１８　センサー手段
　１９　吸引ノズル
　２０　ケース
　２１　流入口
　２２　排出口
　２３　吐出ノズル
　２５　排水管
　２６　吸引管
　２７　電気配線
　２８　排水ポンプ
　３０　切り替え弁
　３２　洗浄水還流ノズル
　４０　マイクロバブル

【図１】 【図２】

【図３】
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